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保護者各位

「園の自己評価のご報告」

日頃より、本園の保育に格別のご理解とご協力を賜り、心より感謝申し上げます。
株式会社ＡＬＴＡでは、子どもたちが安心して過ごし、心身ともに健やかに育つことを最
も大切にしています。そのため、社員一人ひとりが日々の保育を振り返り、より良い保育
の提供に向けた自己評価に取り組んでおります。
この自己評価は、保護者の皆様のご意見（アンケート結果）を反映しながら、社員が自ら
の保育実践や園全体の運営について見直しを行うものです。評価の結果をもとに、今後も
子どもたちの成長に寄り添いながら、より一層信頼される園づくりに努めてまいります。
保護者の皆様の貴重なご意見・ご協力を糧として、社員一同、心を一つにして保育の質の
向上を目指してまいりますので、引き続きご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げ
ます。

１. 基本情報

項目 内容

園名 アルタベビー浦和園

所在地 埼玉県さいたま市浦和区仲町 17-11 サンハウス 1階

評価年度 令和 7年度

作成日 令和 8年 3月 23 日

評価実施日 令和 8年 1月 16 日～2 月末

園児数 19 名
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２. 保護者アンケート結果

2-1．保護者アンケート集計結果 回答率：94.74％

2-2. 保護者コメント

・いつも息子にも保護者にも優しく接してくださり感謝しかありません。この園に出会え
て皆様に保育していただけて家族も息子も幸せです。いつもありがとうございます。園の
雰囲気もよく職員同士の仲の良さもこちらにも伝わってきて安心できる園です。

No 質問項目 はい
どちらとも

いえない いいえ

1 当社の保育理念・保育目標について理解していますか 83.3％ 16.67％ 0％

2 個人情報については慎重に取り扱われていると思いますか 94.74％ 5.56％ 0％

3 当社社員はお子様の気持ちを大切にしていると感じますか 100％ 0％ 0％

4 当社社員の言葉遣いや態度、服装等は適切ですか 100％ 0％ 0％

5 園内は清潔で整理された空間になっていると思いますか 100％ 0％ 0％

6 安全対策や感染症対策が十分に取られていると思いますか 94.74％ 5.56％ 0％

7
送迎時の保育士との会話や連絡帳等で、保育園やご家庭での様子について日常
的に情報交換がなされていると思いますか 100％ 0％ 0％

8
お子様が怪我をしたり、体調が悪くなったりしたとき、当社社員の対応は信頼
できますか 100％ 0％ 0％

9
当園で提供される食事やおやつはお子様の状態に配慮し、工夫されたものにな
っていると思いますか 94.74％ 5.56％ 0％

10
不満に思ったことや要望を伝えたとき、当社社員はきちんと対応してくれてい
ると思いますか 100％ 0％ 0％

11 当園に満足されていますか 100％ 0％ 0％
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・子供の個性を大切にして愛情を持って接してくださっていると感じます。室内遊び、外
遊び、イベントなど毎日大変な中色々と考えていただき有り難く思っています。

・スイカ割りなど家ではなかなか出来ないことを園で体験させていただいたり、普段の遊
びでも子どもたちがより楽しめるように工夫してくださりありがとうございます。そのお
かげでお迎えの際には子どもの顔がいつもイキイキしており、とても良い園だと感じてい
ます。

・保育園に預けるか、ぎりぎりまで迷っていました。実際に預けてみると、様々な子供と
の触れ合い、先生との触れ合い、様々な体験ができている姿を見て、今は預けて良かった
と心の底から思っています。

・いつも大切に接してくださってるのが伝わってきます。皆さんの雰囲気がよく温かで穏
やかな人たちしかいないので安心して預けれています。いつもお世話になっていて優しく
感謝しかありません。この園に入れてとても幸せです。

・いつもきめ細やかな保育をして頂きありがとうございます。イベント制作などではクオ
リティの高いおもちゃを作って頂き家族でもその高さにびっくりしております。引き続き
よろしくお願い致します。

・いつも丁寧に対応や説明をしていただけて助かってます。不適切な言動も見当たりません。
子供を預ける上での不信感も無く信頼出来る保育園だとおもっております。いつもありがとう
ございます。

この度は、保護者アンケートにご協力いただきまして、誠にありがとうございました。
皆様からいただいた率直なご意見やコメントは、園の保育の実践や運営をさらに良くして
いくための大変貴重な資料となります。

集計結果だけでなく、具体的なご感想や日頃の思いをお寄せいただけたことに、社員一同
深く感謝しております。
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3. 社員の資質向上

３-1. 社員の資質向上に関する基本的事項

№ 評価項目 成果・気付き(振り返り)と改善案

1 当社姿勢目標について理解し、
規律を順守した勤務ができてい
る。

「当社姿勢目標」を遵守し、特に日報の中にある（関わ
る全ての子どもたちが「あなたは大切にされている」と
感じられる温かい保育）を社員全員が心がけ、保育や保
護者支援等協力して勤務することに努めた。

2 当社保育理念や保育目標につい
て理解している。

理解はしているが常に意識することは難しかった為、今
一度振り返り、確認しながら社員全員が同じ方向（目
標）を向いて保育できるようにしていきたい。

3 指導計画は乳幼児の実態に合わ
せ、保育所保育指針に基づいて
適切に援助・支援している。

各クラス子どもの実態に合わせた保育を心がけたが、特
に 0歳児は行動範囲や生活リズムの違いといった月齢差
に合わせた活動が難しい場面もあった。低月齢児は生理
的欲求を満たし安心して過ごせるよう配慮し、高月齢児
は異年齢との交流も深めながら興味、関心事にどんどん
チャレンジできるような環境づくりを心掛けた。

4 個人情報の保護や守秘義務に関
して理解し、適切に管理してい
る。

入園時に個人情報の利用目的を明確にし、写真掲載の可
否などは同意書や口頭でしっかりと確認を行った。
また、個人の情報は他に漏れないよう厳重に扱った。

5 衛生・安全管理に対する園の方
針を理解し、適切な管理ができ
ている。

毎月定期的に施設設備の点検を行っている。また、経年
劣化が進み危険リスクがあるものやおもちゃの破損など
はすぐに修繕または撤去している。
公園等で遊ぶ際は事前に遊具の安全点検を行い、月齢に
合った遊具で安全に遊べるよう配慮した。
玩具や室内の子どもが触れる場所は都度消毒、清掃を行
い衛生管理に努めた。

6 保育に従事する者として、服装
や身だしなみに配慮し、健康と
清潔を心がけている。

清潔感のある服装や身だしなみを心掛けた。また、こま
めに爪を切る、髪をしっかり結ぶなど、子どもたちに安
全に関われるよう一人ひとりが配慮出来ていた。感染症
流行時には特に手洗い、うがい、手指消毒を徹底し、感
染予防に努めたが、冬季には体調を崩す社員も散見され
た。日頃から体調管理に留意していきたい。
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7 子どもの表情や言葉、行動から
気持ちをくみ取り、一人ひとり
に寄り添った関わりを心がけて
いる。

思いを言葉で伝えることが難しく、友だち同士のトラブ
ルに繋がったり、思い通りにならず泣いてしまったりと
いった子どもたちの姿から、表情や仕草の変化を見逃さ
ず、保育者が思いを汲み取る大切さを改めて感じた。普
段から信頼関係をしっかりと築き子どもの気持ちを常に
受けとめ寄り添えるようにしていく。また、個々の子ど
もの姿にあった対応の仕方を担任だけでなく園全体で共
有し、一貫性を持って関われるように配慮した。日頃か
ら情報共有がこまめにできていたため、自分のクラス以
外の園児のこともよく理解して関われたと感じる。

8 送迎時のやり取りや連絡帳等を
通して、園での活動内容や子ど
もの成長・様子が伝わるよう、
保護者との丁寧な情報共有を行
っている。

連絡帳や送迎時に保護者と子どもの様子を伝え合い、よ
くコミュニケーションをとることを心掛けた。家庭での
様子や興味・関心事を教えて頂くことでより子どもたち
を理解して関わることが出来たと感じる。特に低月齢児
は離乳状況や午睡時間などをこまめに共有し、子どもが
安全かつ快適に生活できるように努めた。
保育参観では別室の覗き穴から見てもらうことで保護者
がいない時の普段の子どもの様子を見て頂けたかと思
う。

9 日々の保育や行事準備で社員同
士が情報共有し、困りごとは声
を掛け合いながら協力して、チ
ームでより良い保育に取り組ん
でいる。

行事は年間で計画し、役割分担を決めて行った。個々の
進捗状況を確認し合い、協力するなどして限られた時間
の中で滞りなく準備を進めることが出来た。その時々の
子どもたちの興味・関心のあるものを日々の遊びや行事
に取り入れていくようにしたい。

10 子どもが遊びや活動を自分から
楽しめるよう、玩具や教材の配
置を工夫している。

子どもの興味・関心、子どもたちの間でブームになって
いることなどに着目して遊びに取り入れるようにした。
合同保育の時間は全クラスで遊べるものがメインとなる
為玩具がある程度限定されてしまったが、クラス活動の
際はそれぞれが好きな玩具で遊び込めるように配慮し
た。また、絵本コーナーは子どもが自分で取り出せるよ
うに工夫し、いつでも自由に読めるように配慮してい
る。

11 研修や会議で知識を学び、園内
共有や専門資料を通して保育を
振り返り、日々に活かしてい
る。

社内研修で得た知識を保育に活かせるように努めた。研
修内容は毎年似通ったものも多いため、園独自の研修や
外部研修に積極的に参加し、学びの幅を広げていきた
い。
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３-2. 社員の研修等

【評価 〇：できている △：一部検討を要する】

研修の活用

評価項目 評価

定期的に園内研修を行っている。 △

各社員について、教育・研修の機会が確保されている。 △

定期的に園内の研修成果に対する評価・見直しを行なっている。 △

【今年度の評価・次年度に向けた改善案】

社員研修に関しては社内研修（e-ラーニング）とキャリアアップ研修への参加が中心とな
り、園独自の研修がほとんど出来ていなかった。次年度はそれぞれの社員の経験にあった
研修に積極的に参加し、それを園内の研修につなげていくことで園全体の知識の向上を図
っていきたい。

４．園全体の自己評価
№ 評価項目 取り組み状況

１

保育環境の整備

・各社員の職務内容が明確で、協働できる体
制になっているか。
・年齢や発達に応じた環境構成になっている
か。（コーナー設定・動線の工夫等）
・玩具や設備の安全点検・見直しを定期的に
行っているか。

・職員配置を工夫し、常に協力し合える体制を
構築している。保育、雑務、事務、給食と分野
ごとに役割を明確化しそれぞれが協力し合いな
がら勤務に努めた。
・月齢や季節、子どもたちの興味に応じて、玩具
の種類や数を見直したり入れ替えを行った。ま
た、毎日玩具の消毒をすると同時に安全点検も行
うようにしたが、経年劣化により子どもたちが使
っている最中に玩具が突然壊れてしまうこともあ
ったため、気を付けて点検していきたい。

２

保育内容・活動の質

・保育計画と日々の実践が連動し、振り返り
が行われているか。
・子どもの主体性や興味を尊重した活動にな
っているか。

・年間計画・月案・週案をもとに戸外活動、食育
活動、季節の行事、製作、音楽遊び等、発達段階
や興味に応じた計画を立て実施することができ
た。
・気候の良い日は公園等に出かけ、安全面に留
意しながら子どもたちがのびのびと身体を動か
して遊べるよう配慮した。行先は天候や子ども
の様子、子どもの意見も取り入れながら決める
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ようにしている。室内活動においては子どもた
ちの興味、関心のあるものや月齢にあった遊び
を取り入れた。音楽遊びや様々な素材を使った
製作活動、季節の行事など、子どもたちが意欲
的に楽しめる遊びを考えるようにした。

３

個別支援

・一人ひとりの発達状況を把握し、記録を
共有しているか。
・配慮が必要な子どもへの具体的支援策が
明確になっているか。

・一人一人の発達記録や支援計画を立案し、個々
の特性に応じた援助ができるよう配慮している。
・重要な申し送り事項や配慮については話し合い
の時間を増やし、共通理解を深めるようにした。

４

社員体制・専門性

・社員間の情報共有や連携体制が機能してい
るか。
研修参加や園内研修を通じて専門性向上に努
めているか。

・月 1回の社内研修等を通して社員全員で日々の
保育を振り返るようにした。次年度は園独自の研
修を定期的に取り入れ、保育の質の向上を図って
いきたい。
取り扱いに十分に配慮しながら、申し送り事項、
引継ぎ事項については書面に起こし、社員全員に
共有している。

５

リスク管理（安全・衛生）

・事故防止のための点検やヒヤリハットの共
有が行われているか。
・感染症対策や衛生管理がマニュアルに基づ
き実施されているか。
・火災・地震・不審者侵入等の危機管理に努
めているか。

・定期的な園内点検の他、ヒヤリハットを活用
し、怪我や事故防止に努めた。
・嘔吐の処理等はマニュアルに沿って適切に行
い、二次感染防止に努めた。
・感染症がでた際はすぐにコドモンにてお知ら
せをすると共に、注意喚起を行った。
・月 1回の避難訓練では様々な災害状況を想定
し、時間や場所を変えて実施した。保護者にも
協力して頂き、年 1 回の引き渡し訓練も行っ
た。また、消防署にて消防隊員指導の下、消火
訓練や通報訓練の実施を行い危機管理に努め
た。

６

家庭・地域社会との連携

・保護者へ日々の保育の様子を具体的に伝え
ているか。
・保護者・地域からの意見や相談・苦情解決
のための取組を行っているか。
・関係機関と情報共有を行い、状況に応じた
適切な対応ができているか。

・本評価に加え、行事アンケートや運営委員会
アンケート等を通して意見を頂き、保育に取り
入れるようにした。保護者会等で情報交換の時
間も作ったが限られた時間の中でご意見を頂く
ことが難しく、保護者の方が率直な意見や相談
をしやすい環境づくりが必要だと感じた。
アンケート内容の見直しや、意見箱等を取り入
れるなどして改善点があればすぐに改善を図れ
るようにしていきたい。
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７
園の理念の実現度

・社員が園の理念や保育目標を理解し、保育
実践に反映しているか。
・行事や日常保育が理念と整合しているか。

・子どもたちの主体性を大切にする保育を心が
けた。玩具や教材は十分に用意、準備し、好き
なことに思う存分集中できるよう配慮した。
・保育理念、保育目標についての理解を社員間で
さらに深めると同時に、子ども一人ひとりの理解
も深め、遊びや生活の中で成長を支えていきた
い。

８

食育について

・食材や栽培活動などを通して食への関心を
育てているか。
・アレルギー対応や発達に応じた食事配慮を
行っているか。

・春から夏にかけて野菜を栽培し、水やりや野
菜の成長を子どもたちとともに楽しんだ。自分
で育てた野菜ということで、普段は苦手であま
り食べられない子が挑戦する姿が見られてよか
った。
・食育活動を毎月１つ取り入れ、食べ物の観察
やクッキングを行い、食材への興味関心を深め
た。
・アレルギー食に関しては園児の安全確保のた
め、引き続き完全除去食で対応する。
・保護者とこまめに情報共有し、個々の進み具
合に応じた離乳食の提供を行った。また、食材
チェックリストを活用し未食のものは必ずお家
で試してから園で提供することを徹底した。

【当園の保育目標】
・自分で出来ることを喜び、主体的に行動できる子
・笑顔にあふれ、人に優しく、自分のことが大好きな子
・よく食べ、よく遊び、よく眠り、いきいきと生活できる子

【園の強み】
・職場の仲やチームワークが良く、笑顔の絶えない保育園
・一人ひとりに寄り添った手厚い保育
・音楽遊びや製作、行事など、楽しい遊びや企画が盛りだくさん

【園の課題】
・研修への積極的な参加、保育の資質向上
・地域交流の充実を図る
・ヒヤリハットを活用し、より安全な保育を
・優先順位や時間配分を考えて効率よく業務をする
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５．総評

今年度も社員 1人ひとりが個々の得意分野を発揮して協力し合いながら保育や業務を進
めていきましたが、苦手分野の向上や積極的な研修参加による保育の資質向上が次年度の
目標だと感じました。
また、次年度も引き続き社員間の連携を大切にし、子どもたち一人ひとりに寄り添った
丁寧な保育を心がけ、子どもたちの良いところをたくさん伸ばしていきます。
当社の保育理念や保育目標について、全ての保護者の方には伝わっていなかった為、園

内掲示だけでなく、保護者会などの場で直接お伝えする機会を作れたらと思います。また、
社員に関しても保育目標達成のためにどのように保育したら良いのか、全体でもっと話合
い、共通理解を図る機会を増やしていきたいと考えています。
日々、衛生面に気を付けながら安全な環境づくりを心掛けましたが、季節の変わり目等

には度々感染症が流行してしまうこともありました。引き続き園内の消毒や清掃を徹底し、
衛生管理に気を付けていきます。
給食面では毎月の給食会議で献立の見直しや調理方法について他園とも意見交換を行い、

子どもたちが食べやすいものを考え工夫していますが、あまり食べ慣れない食材や献立は
不人気な物もありました。食育活動では様々な食材に触れる機会を作り、クッキングでは
自分が調理工程に関わることで興味を持ち喜んで食べる姿も見られたため、来年度も様々
な食育体験が出来るようにしていきます。離乳食に関しては引き続き保護者の方と連携を
図りながら個々の発達状態に合わせた対応を心がけ、成長にあった調理や味付けをするこ
とで食べる意欲につなげていきたいと思います。

今年は様々な園内行事を企画し、計画的に準備が出来ました。子どもたちと保護者の
方々にも楽しんでもらえたので嬉しく思います。
子どもたちが自由に素材や教材を出して遊ぶ機会が少ないので今後はもっと子どもたち

の興味関心のあることを日々の保育に取り入れながら、子どもたちが主体的に遊び込める
環境作りを大切にしていきたいと思います。そのためには余裕を持った時間の確保や部屋
のコーナー作り、月齢に合った玩具や教材の充実を図っていきます。
次年度も子どもたちや保護者の皆様が安心して満ち足りた時間を過ごせるよう、信頼関

係を深めながら心を込めて保育していきたいと思います。
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